
〈5 〉 第５４０３号 ２０２６年（令和８年）　５月１日　　金曜日　（第三種郵便物認可）
　

主
催
は
、
鹿
児
島
県
酒
造

組
合
（
濵
田
雄
一
郎
会
長
）、

携
し
、
県
民
に
対
し
、
二
十

歳
未
満
の
飲
酒
防
止
や
、
い

ま
だ
後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運

転
な
ど
、
不
適
切
な
飲
酒
に

対
す
る
意
識
啓
発
を
行
い
、

飲
酒
を
取
り
巻
く
社
会
的
な

問
題
の
解
決
を
図
る
」
の
が

目
的
。

　

開
会
式
で
は
酒
造
組
合
・

乾
眞
一
郎
副
会
長
が
啓
発
訴

求
の
決
意
を
表
明
。
続
く
参

加
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、

酒
類
業
界
の
社
会
貢
献
活
動

が
称
え
ら
れ
、
社
会
運
動
を

共
に
推
し
進
め
る
考
え
が
示

さ
れ
た
。

　

ま
た
主
催
者
を
代
表
し
、

小
売
組
合
八
木
会
長
が
大
会

宣
言
文
＝
別
掲
＝
を
読
み
上

げ
、
知
事
に
対
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
込
め
る
想
い
を
伝

え
、
実
践
を
誓
っ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
参
加
者

は
実
施
場
所
へ
移
動
。
国
税

庁
「
20
歳
未
満
の
者
が
お
酒

を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
５

つ
の
理
由
」
リ
ー
フ
レ
ッ

度
に
お
け
る
九
州
・
沖
縄
産

焼
酎
の
割
合
な
ど
数
字
で
ひ

も
解
く
焼
酎
▽
デ
ー
タ
＝
原

料
別
構
成
比
・
九
州
沖
縄
出

荷
量
ラ
ン
キ
ン
グ
・
国
別
輸

出
金
額
＝
な
ど
▽
地
理
的
表

示
Ｇ
Ｉ
や
地
域
団
体
商
標
▽

本
格
焼
酎
・
泡
盛
ベ
ー
ス
の

カ
ク
テ
ル
▽
焼
酎
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
▽
焼
酎
の
日
カ
レ

長
）、
鹿
児
島
県
小
売
酒
販

組
合
連
合
会
（
八
木
栄
壽
会

長
）
で
組
織

す
る
実
行
委

「
生
販
三
層

協
議
会
」（
事

務
局
・
県
小

売
酒
販
組
合

連
合
会
）。

鹿
児
島
県
・

鹿
児
島
市
・

鹿
児
島
県
警

察
本
部
・
熊

本
国
税
局
・

鹿
児
島
県
下

税
務
署
が
後

援
し
た
。

　

平
成
20
年

か
ら
始
ま

り
、
今
回
で

18
回
目
。
参

加
者
は
、
生

販
三
層
組
合

員
ら
約
１
０

０
人
に
、
鹿

児
島
県
・
塩

田
康
一
知

事
、
鹿
児
島

合
中
央
会
・
日
本
の
酒
情
報

館
発
刊
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙

「SHOCHU JOURNAL

」
を

セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
１
０
０

０
袋
が
配
布
さ
れ
た
。

　

SHOCHU JOURNAL

に

は
、
▽
「
伝
統
的
酒
造
り
」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
▽
本
格

焼
酎
と
は
何
か
▽
本
格
焼
酎

生
件
数
・
死
者
数
と
も
に
前

年
よ
り
減
少
の
ペ
ー
ス
で
は

あ
る
が
、
飲
酒
に
よ
る
集
中

力
や
状
況
判
断
力
な
ど
様
々

な
能
力
が
低
下
し
て
い
る
状

態
で
運
転
す
る
と
、
多
数
の

犠
牲
者
を
出
し
か
ね
な
い
大

き
な
危
険
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
飲
酒
運
転
撲
滅
を
強
く

訴
え
、
気
運
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
▽
心
と
体
が
成
長
の

途
中
に
あ
る
未
成
年
者
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
悪
い
影
響
を

受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、
脳

が
り
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
る
。
ま
た
焼
酎
の
伝
統
的

酒
造
り
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
で
あ
り
、
海
外

か
ら
も
注
目
さ
れ
、
焼
酎
を

海
外
展
開
す
る
う
え
で
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
し
て
お
り
、
薩

摩
焼
酎
、
奄
美
黒
糖
焼
酎
に

は
輝
か
し
い
未
来
の
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
▽
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
国
や
鹿

児
島
県
と
緊
密
に
連
携
し
、

国
内
外
に
お
け
る
様
々
な
焼

酎
市
場
の
拡
大
に
取
り
組
む

九
州
南
部
卸
酒
販
組
合
鹿
児

島
地
区
会
（
竹
下
幸
男
会

ト
、
20
歳
未
満
に
は
お
酒
売

り
ま
せ
ん
・
飲
酒
運
転
は
絶

対
ダ
メ
で
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

封
入
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
さ
ら

に
焼
酎
王
国
・
鹿
児
島
県
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ら
で

は
、
焼
酎
の
魅
力
発
信
の
た

め
、
地
理
的
表
示
Ｇ
Ｉ
薩
摩

コ
ー
ス
タ
ー
、
日
本
酒
造
組

ン
ダ
ー
（
11
月
１
日
は
本
格

焼
酎
の
日
な
ど
）
▽
焼
酎
も

対
象
と
す
る
国
内
外
酒
類
鑑

評
会
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
情
報

が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

閉
会
式
で
酒
青
会
・
小
正

倫
久
副
会
長
が
万
歳
三
唱
の

音
頭
を
取
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
締
め
た
。
社
会
貢
献
に

資
す
る
行
動
を
、
よ
り
強
い

も
の
に
し
て
繋
ご
う
と
の
意

思
が
示
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
の
各
氏
発
言
は

以
下
。

　

酒
造
組
合
・
乾
副
会
長

＝
▽
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
依
然
と
し
て
飲
酒
に
起

因
す
る
事
件
事
故
や
、
青
少

年
の
非
行
が
後
を
絶
た
な
い

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
健
康
で
豊
か
な
社

会
生
活
を
営
む
た
め
、
安
全

な
交
通
社
会
の
実
現
や
明
日

を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
私

ど
も
酒
類
の
製
造
販
売
に
係

わ
る
者
の
社
会
的
責
務
と
し

て
実
施
し
て
い
る
▽
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
発

う
。
今
回
は
人
通
り
の
多
い

天
文
館
で
の
開
催
な
の
で
、

若
い
方
々
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
の
方
々
に
呼
び
か
け
る

良
い
機
会
に
な
る
と
思
う
▽

一
方
、
鹿
児
島
県
の
本
格
焼

酎
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
最

近
県
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
糖
質
ゼ
ロ
・
プ
リ
ン
体

ゼ
ロ
と
い
う
焼
酎
の
特
性

や
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
若

い
方
々
に
香
り
系
の
焼
酎
が

徐
々
に
浸
透
し
、
そ
こ
か
ら

炭
酸
割
り
の
普
及
に
も
つ
な

市
・
下
鶴
隆
央
市
長
、
熊
本

国
税
局
・
江
村
隆
幸
酒
類
監

理
官
、鹿
児
島
県
警
察
本
部
・

中
島
和
幸
交
通
部
長
警
視
正

を
は
じ
め
行
政
機
関
の
職
員

等
が
加
わ
り
約
１
２
０
人
に

上
っ
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

鹿
児
島
県
酒
造
青
年
会
（
酒

青
会
、
本
坊
直
也
会
長
）
の

大
挙
参
加
と
実
働
で
ア
ピ
ー

ル
を
勢
い
づ
け
た
。

　
「
県
下
の
酒
類
の
製
造
・

販
売
に
携
わ
る
事
業
者
が
連

は
味
わ
い
方
い
ろ
い
ろ
、
飲

み
方
自
由
自
在
。
料
理
と
の

ペ
ア
リ
ン
グ
も
楽
し
い
▽
原

材
料
か
ら
生
ま
れ
る
本
格

焼
酎
と
泡
盛
の
個
性
（
英

語
で
も
）
▽
麹
に
つ
い
て

（
同
）
▽
10 Shochu Facts

（
同
）「
０
」
添
加
物
ゼ
ロ
・

糖
質
ゼ
ロ
・
プ
リ
ン
体
ゼ

ロ
、「
99
％
」
２
０
２
３
年

の
働
き
や
体
力
、
運
動
機
能

が
低
下
し
、
さ
ら
に
物
事
を

冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
も
難

し
く
な
り
、
飲
酒
運
転
や
暴

力
な
ど
で
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ

る
。
ま
た
薬
物
乱
用
等
に
通

じ
る
入
口
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
次
世
代
を
担
う
若

者
に
は
、
大
い
に
活
躍
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
20

歳
未
満
飲
酒
防
止
の
徹
底
を

ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま
し
ょ

こ
と
に
よ
り
、
長
年
育
ま
れ

て
き
た
付
加
価
値
の
高
さ
、

奥
深
さ
を
国
内
外
の
多
く
の

方
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
▽

20
歳
未
満
飲
酒
防
止
の
徹
底

や
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
は
、

鹿
児
島
本
格
焼
酎
の
な
お
一

層
の
消
費
拡
大
を
図
る
う
え

で
不
可
欠
。皆
様
と
一
緒
に
、

市
民
の
方
々
に
大
い
に
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。

飲
み
方
を
提
案
す
る
な
ど
の

施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
各
国
の
嗜
好
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
輸
出
拡
大
の
取
組
も
進

ん
で
い
る
▽
今
年
度
は
新
た

に
、
外
国
か
ら
の
お
客
様
に

本
格
焼
酎
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
持
続
的
な
消
費
に
つ

な
げ
る
た
め
「
鹿
児
島
県
焼

酎
カ
ク
テ
ル
フ
ェ
ア
」
の
開

　

塩
田
知
事
＝
▽
本
格
焼
酎

は
本
県
を
代
表
す
る
特
産
品

で
あ
り
、
そ
の
製
造
販
売
な

ど
関
連
産
業
は
本
県
経
済
を

支
え
る
主
要
な
産
業
で
あ

る
。
県
で
は
関
係
団
体
な
ど

と
も
連
携
し
な
が
ら
新
た
な

市
場
開
拓
、
販
路
拡
大
を
図

る
た
め
、
国
内
で
は
若
者
や

女
性
を
対
象
と
し
た
新
た
な

　

下
鶴
市
長
＝
▽
県
下
の
酒

造
・
酒
販
業
界
の
皆
様
は
長

年
に
わ
た
り
地
域
経
済
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
と

と
も
に
、
本
日
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
で
社
会
的
課
題

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
深
く
敬
意
を
表
す
る
▽
本

市
に
お
け
る
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
件
数
は
近
年
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
も

の
の
、
令
和
７
年
に
は
前
年

の
10
件
か
ら
17
件
に
大
幅
に

増
加
し
、
依
然
と
し
て
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
き
わ
め
て

や
周
り
の
大
人
に
認
識
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
根
気

強
い
啓
発
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
必
要
だ
▽
県
内
に
お
い

て
は
昨
年
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
が
29
件
発
生
し
４
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
悪

質
危
険
な
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
が
後
を
絶

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
酒
類
業
の

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
▽
４
月
は
20
歳

未
満
の
飲
酒
防
止
強
調
月
間

で
あ
る
。
本
日
は
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
、
20
歳
未
満
の
飲

酒
防
止
、
さ
ら
に
は
飲
酒
運

転
の
撲
滅
を
、
社
会
に
力
強

く
訴
え
て
い
き
た
い
。
社
会

全
体
の
よ
り
良
い
飲
酒
環
境

の
醸
成
を
祈
念
す
る
。

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
・
中

島
交
通
部
長
警
視
正
＝
▽
民

法
で
成
人
年
齢
は
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
法

律
に
よ
り
20
歳
未
満
の
飲
酒

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
令
和

７
年
度
中
は
１
０
４
人
を
飲

酒
で
補
導
し
て
い
る
。
成
人

年
齢
と
飲
酒
可
能
年
齢
に
つ

い
て
は
、
誤
解
が
無
い
よ
う

引
き
続
き
様
々
な
機
会
を
通

催
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

本
格
焼
酎
の
魅
力
を
体
験
で

き
る
飲
食
店
な
ど
の
情
報
を

発
信
す
る
。
世
界
に
誇
る
本

格
焼
酎
の
さ
ら
な
る
認
知
度

向
上
と
、
販
路
拡
大
に
努
め

て
い
き
た
い
▽
20
歳
未
満
飲

酒
防
止
に
つ
い
て
は
、
飲
酒

が
未
発
達
の
心
と
体
に
及
ぼ

す
悪
影
響
を
、
子
ど
も
た
ち

高
く
、
被
害
者
・
加
害
者
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
や
周

囲
の
す
べ
て
の
方
々
の
人
生

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
▽
ま
た
本
日
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
20
歳
未
満
飲
酒

の
心
身
へ
の
悪
影
響
や
、
飲

酒
運
転
の
危
険
性
に
つ
い
て

広
く
市
民
県
民
の
皆
様
に
訴

え
、
社
会
全
体
の
意
識
を
高

め
て
い
く
大
変
意
義
深
い
取

組
で
あ
る
▽
本
市
で
は
今
後

と
も
飲
酒
運
転
８
（
や
っ
）

せ
ん
運
動
〈
鹿
児
島
方
言
で

し
て
は
い
け
な
い
を
意
味
す

る
「
や
っ
せ
ん
」
８
項
目
を

掲
げ
啓
発
〉
や
交
通
安
全
教

室
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
の
風

土
と
匠
の
技
が
育
ん
だ
焼

酎
文
化
を
、
正
し
い
飲
酒
マ

ナ
ー
と
共
に
国
内
外
へ
発

信
し
、
鹿
児
島
フ
ァ
ン
・
焼

酎
フ
ァ
ン
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
。
本
日
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
20
歳
未
満
の
飲
酒
防
止

と
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
取
組

の
輪
が
県
内
各
地
で
大
き

く
広
が
る
こ
と
を
祈
念
す

る
。

　

熊
本
国
税
局
江
村
酒
類

監
理
官
＝
▽
知
事
市
長
、
県

警
察
本
部
交
通
部
長
を
は

様
に
は
飲
酒
に
関
係
す
る

様
々
な
社
会
的
要
請
の
対
応

に
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
残
念
な
こ
と
に
20
歳
未

満
の
飲
酒
や
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
は
後
を
絶
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す

る
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、業
界
団
体
は
も
と
よ
り
、

家
庭
や
地
域
や
学
校
を
含
め

た
社
会
全
体
で
健
全
な
飲
酒

環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

皆
様
の
活
動
は
そ
の
一
翼
を

担
う
も
の
な
の
で
、
引
き
続

き
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い

す
る
。
私
ど
も
と
し
て
は
引

き
続
き
、
酒
類
業
所
管
官
庁

と
し
て
、
飲
酒
に
関
す
る
社

会
的
要
請
に
対
し
、
よ
り
一

層
的
確
に
対
応
し
て
い
き
た

た
な
い
状
況
で
あ
る
。
飲
酒

運
転
根
絶
の
た
め
に
は
、
運

転
者
の
み
な
ら
ず
家
庭
や
地

域
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ

く
り
と
、
県
民
一
人
一
人
の

意
識
改
革
が
重
要
で
あ
る
▽

こ
う
し
た
中
で
、
酒
類
の
製

造
販
売
事
業
者
や
関
係
の
皆

様
多
数
ご
参
集
の
も
と
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
、
20
歳
未
満
飲
酒

防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅
に
対

す
る
県
民
の
意
識
啓
発
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
で
、
関

係
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
。

所
管
官
庁
と
し
て
感
謝
申
し

上
げ
る
▽
本
日
お
集
り
の
皆

じ
て
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
未
成
年
の
健
全
育
成
に

努
め
て
い
き
た
い
▽
一
方
、

令
和
７
年
度
中
に
飲
酒
運
転

で
４
４
４
人
を
検
挙
し
て
い

る
。
こ
の
中
に
は
自
転
車
に

よ
る
飲
酒
運
転
も
73
件
含
ま

れ
て
い
る
。
自
転
車
に
つ
い

て
は
従
来
は
、
酩
酊
状
態
で

運
転
す
る
酒
酔
い
運
転
に
限

り
罰
則
が
適
用
さ
れ
て
い
た

が
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
体
内
に
一
定
基
準
以

上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有
し

た
状
態
で
運
転
す
る
酒
気
帯

び
運
転
も
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
▽
飲
酒
運

転
は
一
瞬
の
判
断
の
誤
り
で

尊
い
命
と
平
穏
な
日
常
を
奪

う
恐
れ
が
あ
る
重
大
な
犯
罪

で
あ
る
。県
警
察
と
し
て
は
、

交
通
指
導
取
り
締
ま
り
を
徹

底
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

皆
様
方
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
・
団
体
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
・
乗
る
な
ら
飲

ま
せ
な
い
と
い
う
規
範
意
識

が
社
会
全
体
に
根
づ
く
よ
う

に
啓
発
を
推
進
す
る
な
ど
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
全
力
を
期

し
て
い
く
▽
本
日
こ
の
よ
う

に
酒
類
の
製
造
販
売
に
携
わ

る
皆
様
方
が
中
心
と
な
っ
て

官
民
一
体
に
よ
る
飲
酒
運
転

撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
は
大
変
有
意
義

な
こ
と
で
あ
り
、
飲
酒
運
転

撲
滅
に
対
す
る
県
民
の
気
運

醸
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
大
い
に
期
待
す
る
。

　健康で豊かな社会生活を営むために、安全で快適な交通社会の実現や明日を担う
青少年が健全に育成される社会環境づくりが、国民すべての願いです。
　しかしながら、近年でも飲酒に起因する事件・事故が後を絶たないのは、誠に憂
慮すべき状況であります。
　一方で青少年の非行は、大人をはじめとする社会全体の規範意識の低下が大きな
影響を与えています。
　酒類の製造・販売に関わる私たちは、致酔性を有する商品を扱う者として社会的
責務において、青少年の非行防止と健全育成の重要性を深く認識し二十歳未満飲酒
防止と飲酒運転撲滅に向けた啓発運動を、広く県民の方々と一体となって実践いた
します。
　本日ここに、鹿児島県酒造組合・九州南部卸酒販組合鹿児島地区会・鹿児島県小
売酒販組合連合会は、二十歳未満飲酒防止・飲酒運転撲滅に資するため、
　一、二十歳未満と思われる者に対する年齢確認を実施すること
　一、酒の適切な表示と区分陳列を行うこと
　一、店頭に啓発ポスターを掲示し、二十歳未満飲酒防止・飲酒運転撲滅の注意を
喚起すること
　一、運転する人には飲ませない・飲んだ人には絶対運転させないよう地域との連
携を密にし、飲酒運転撲滅の環境を醸成すること
　以上の取組を関係機関等と連携し、積極的に推し進めていくことを宣言します。
　　　　　　　　　　　　　　　　令和八年四月二十四日
　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島県小売酒販組合連合会　会長　八木栄壽

宣言文
二
十
歳
未
満
飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅
「
鹿
児
島
県
下
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

知
事
・
市
長
揃
い
参
加

明
る
い
飲
酒
環
境
の
実
現
へ
総
力

鹿
児
島
県
酒
造
組
合
・
九
州
南
部
卸
酒
販
組
合
鹿
児
島
地
区
会
・
鹿

児
島
県
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
で
組
織
「
生
販
三
層
協
議
会
」
主
催

生
販
、
強
い
連
携

焼
酎
王
国
、キ
ャ
ン
ペ
も〝
な
ら
で
は
〟

開
会
式
が
鹿
児
島
市
の
天
文
館
公
園
で
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
込
め

る
想
い
を
伝
え
、
実
践
を
誓
う
「
宣
言
」
も

鹿
児
島
県
・
塩
田
知
事

鹿
児
島
市
・
下
鶴
市
長

　
【
鹿
児
島
】
鹿
児
島
県
の
酒
類
生
販
三
層
組
合
が
連
携
し
主
催
す
る
『
二
十
歳
未
満
飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅 

鹿

児
島
県
下
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
が
４
月
24
日
午
後
４
時
30
分
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
鹿
児
島
市
千
日
町
の
天
文
館
公
園

で
開
閉
会
式
、
天
文
館
商
店
街
で
啓
発
物
の
手
渡
し
配
布
を
行
っ
た
。
鹿
児
島
県
随
一
の
繁
華
街
。
焼
酎
王
国
な
ら
で

は
焼
酎
を
軸
と
し
生
販
三
層
が
強
く
結
び
つ
く
土
地
柄
、
さ
ら
に
鹿
児
島
県
知
事
・
鹿
児
島
市
長
が
揃
い
参
加
す
る
こ

と
な
ど
別
格
キ
ャ
ン
ペ
が
展
開
さ
れ
た
。
総
力
を
挙
げ
る
県
民
運
動
の
端
緒
。
同
地
で
は
明
る
い
飲
酒
環
境
の
実
現
を

目
指
す
取
組
で
も
心
一
つ
に
滾
（
た
ぎ
）
る
の
だ
。




